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課題解決の全体像 清光学院による支援協力モデル 6ステップ

現状の課題から解決、そして四者のメリット実現へのロードマップ
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課題と負担の
把握

進級・再試験等の
事務・教員負担
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根本原因を
特定

基礎科目の
理解不足が根源

03

清光学院の
介入

専門家による
個別指導・補完

04

多様な状況への
個別支援

進級対策から
退学後支援まで

05

金銭授受のない
協力体制

外部相談先としての
自然な連携

06

連携による
実績と成果

清光学院の
学外教授陣による支援

大学負担大幅減

大学・教員
学生・保護者

最終ゴール
4-Winsの実現



STEP 1 現状の課題と負担の把握

CURRENT ISSUES

過度な負担の発生
事務・教員への影響

留年・退学 指導負担増 事務手続き

基礎科目の躓きが招く
組織的な負担増

 医学部・歯学部等の現場では、入学初期の化学・生化学等の基礎科目での
躓きが、その後の進級判定会議、再試験の実施、退学相談といった一連の
対応を引き起こしています。

 これらは本来の研究・教育活動を圧迫し、事務職員および教員への過度な
業務負担として常態化しているのが現状です。 

課題キーワード

基礎科目（化学・生化学等）の躓き 進級判定・再試験

退学相談・対応 教員・事務の工数圧迫



STEP 2 問題の根本原因を特定

多くの学生問題の根源は「基礎科目の理解不足」

 表面化する「進級」や「国家試験」の問題も、元を辿れば早期の基礎科目での躓きに起因します。
 ここを放置することで、最終的に事務負担の重い「学籍問題」へと発展する構造があります。 

放置すると... さらに悪化
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ROOT CAUSE

基礎科目の
理解不足

化学・生化学等の未習熟

学習習慣の未定着

初期段階での躓き

DEVELOPMENT

進級・卒業
国家試験の問題

進級判定への抵触

再試験の常態化

CBT・国試対策の遅れ

問題の表面化

RESULT & BURDEN

学籍問題
事務負担の増加

休学・留年・除籍対応

保護者対応・面談

膨大な事務手続き

事務負担の増大



STEP 3 外部専門機関（清光学院）の介入

PROFESSIONAL SUPPORT

専門家による個別指導
大学教育の補完機能

教授経験者 医師 研究者

清光の教授陣による
学習計画の再建と徹底指導

 大学教授経験者や研究者、医師といった高度な専門性を持つ講師陣による
個別指導を実施します。

 大学教育を補完する形で、躓きの原因となっている基礎科目の徹底的な指
導を行うとともに、破綻しかけた学習計画の再建をサポートし、学生を本
来の軌道に戻します。 

支援のポイントと講師陣

大学教授経験者 医師・研究者 完全個別指導

基礎科目の徹底指導 学習計画の再建



STEP 4 多様な状況に応じた個別支援

INDIVIDUAL SUPPORT

人生の選択肢を確保
あらゆる状況に対応

進級対策 編入支援 進路変更

進級支援から退学後のケアまで
包括的なキャリア支援

 再試験対象者への徹底した進級対策はもちろん、万が一退学となった場合
でも学生を見捨てることはありません。

 他大学への編入や再進学などの「退学後支援」を行い、学生が将来への希
望を失わず、人生の選択肢を確保できるよう貴学に代わって最後までサ
ポートします。 

支援のポイント

再試験対象者への進級対策 退学後支援（編入・再進学）

人生の選択肢確保 キャリア再構築
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STEP 5 金銭授受のない協力体制の構築

TRUST & COOPERATION

自然な連携体制
透明性の高い関係

大学 連携 清光学院

金銭のやり取りを前提としない
信頼に基づく協力関係

 大学と清光学院は、金銭の授受を前提としない「外部相談先としての紹
介」という形で相互に協力します。

 透明性が高く、利害関係に縛られない自然な連携体制を構築することで、
学生本位のサポートを持続的に提供することが可能となります。 

連携のポイント

金銭授受なし 自然な連携 外部相談先としての紹介

学生本位のサポート
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STEP 6 連携による実績と成果

確かな実績が証明する支援モデルの効果
清光学院の専門的な介入により、学生の進路決定と大学側の負担軽減を同時に実現しています。

UNIVERSITY BENEFITS

大学側への
具体的成果

業務負担の大幅削減
退学相談や再試験対応にかかる事務・教員の工数を外部化に
より圧縮

研究・教育への専念
学生対応時間の減少により、教員が本来の学術活動に集中で
きる環境を実現
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年間支援実績

約70名
医療系の学生を
継続的にサポート

除籍・放校者における進
路決定までの期間

1〜2 年以内
その多くが短期・中期の支援で

次のステップへ



全ての関係者が恩恵を受ける「4-Wins」構造
清光学院の介入により、大学・教員・学生・保護者の四者全員がそれぞれの課題を解決し、メリットを享受できる仕組みです。

① 大学

運営効率化

学籍問題や再試験対応にかかる膨大な事
務負担が軽減され、大学運営全体の効率
が向上します。退学者減少による経営安定
化にも寄与します。

② 教員

研究・教育への
専念

個別の学生対応に費やす時間が大幅に削
減され、本来の役割である研究や専門教
育活動に集中できる環境が整います。

元教授経験者が多い清光学院のため、す
でに引退したOB教員が現役教員を支援し
たいと考えています。

③ 学生

再挑戦の
機会獲得

基礎学力の向上により教育の質と満足度
が向上。諦めずに医療職を目指せる環境
が得られ、将来の可能性が広がります。

④ 保護者

将来と学費投資を
守る安心感

退学・留年リスクの軽減により、子ども
の進路が守られ、精神的な安心が得られ
ます。
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FINAL GOAL 最終ゴール：四者にとってのメリット実現（4-Wins）


